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官民連携による協調型自動運転の検討状況 4

 内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）自動運転（2014年～）において、
－官（警察庁、内閣府、デジタル庁、総務省、経産省、国交省）
－民（自動車業界、電気通信業界など）
連携によって、オールジャパンでの協調型自動運転に関する検討が進められてきた

 2022年３月には、SIP協調型自動運転通信方式検討TFにおいて、「協調型自動運転通信
方式ロードマップ」が策定され、以下の方向性を確認した
－早期に開始するユースケースは既存ITS用周波数（760MHz帯）を活用
－調停・ネゴシエーションの実現に向け、2030年頃から新たな通信方式（5.9GHz帯）が必要

＃SIP-adus Workshop 2022「協調型自動運転通信方式の検討概要とNext Step 」（https://www.sip-adus.go.jp/evt/workshop2022/file/cv/6 CV Yohei Iwashita.pdf）より引用

官民の連携体制 協調型自動運転通信方式ロードマップ







協調型自動運転（5.9GHz帯V2X）に関する欧州の動向 7

 欧州委員会情報社会・メディア総局（DG-INFSO）が、2008年に5,875-5,905MHzの30MHz幅
を道路ITSに割当て、2020年に5,905-5,925MHzの20MHz幅を道路／鉄道ITSに追加割当て
※道路ITSとしては、C-V2X／DSRC方式の双方を利用可能

 欧州委員会移動・運輸総局（DG-MOVE）は、2016年に「C-ITS Platform 最終報告(phase1)」
を発表し、5.9GHz帯V2X通信とV2N通信のハイブリッド通信による展開を推奨

 欧州委員会およびEU加盟国は、2016年に「C-ROADSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」を立ち上げ、5.9GHz帯V2X
通信（DSRC方式）とV2N通信を組合せ、路側機を20,000kmに整備、50都市でサービス開始

C-ITS Platform最終報告 C-ROADSプロジェクト

 5.9GHz帯V2X通信とV2N通信のいずれも、様々な協調ITSサービス
を完全に提供することはできないと結論付け、両通信方式を補完的に
活用することを推奨

 欧州域内の相互互換性のある協調ITSサービスの展開を目的
 主なユースケースとして、「道路工事警報」、「信号情報の配信による走行速
度の最適化」（V2I）、「緊急車両の接近警報」（V2V）等を規定

＃C-Roads “Radio frequencies designated for enhanced road safety in Europe - C-Roads positi
on on the usage of the 5.9 GHz band” https://www.c-roads.eu/fileadmin/user upload/media/
Dokumente/C-Roads Position paper on 59GHz final.pdf

＃C-Roads GERMANY “C-ITS SERVICES” https://www.c-roads-germany.de/english/c-its-servic
es/

道路工事警告
工事現場箇所の警告を送ることで、
工事中の事故軽減を目的とする。

青信号最適速度アドバイザリー
（GLOSA）
信号の青信号を予測し、ドライ
バーに情報を提供する。

緊急車両接近警告
緊急車両の接近を緊急車両からド
ライバに伝え、注意喚起を行う。

コネクテッド・協調型ルート案内
コネクテッド・協調型のルート案
内により、移動時間の短縮と交通
流の改善を行う。

交通弱者保護
交差点における歩行者、自転車等
の交通弱者の保護を行う。

指定車両による信号最適化要求
緊急車両や公共交通車両の交差点
通過を円滑化するために信号状況
を変更する。





協調型自動運転（5.9GHz帯V2X）に関するその他の動向 9

 欧州においては、ドイツ・Volkswagenが、2019年にV2X車載器（DSRC方式）が標準搭載
された車両を発売。以降、順次対応車種が拡大している

 米国においては、現在のところV2X車載器（C-V2X方式）が標準搭載された車両は発売
されていないが、米国・Ford等が実用化に向けて実証を推進しているところ

ドイツ・Volkswagenの動向 米国・Fordの動向

 2019年よりV2X車載器が標準搭載された車両を順次販売し、現在では
GolfシリーズやIDシリーズなど幅広い車種に標準搭載

 V2X車載器により、「緊急車両の存在の警告」や「前方の車両の急ブレーキを
警告」等の機能を実現

 2020年のFCCの方針転換以前から、C-V2X方式によるV2X車載器の搭載
を目指し、実証等を推進

 2022年にはドイツで、C-V2X方式の車載器を活用し、緊急車両の走行時
における信号機を制御する実証などを実施

V2X車載器によるユースケースイメージ 2021年発売のID.5（V2X標準搭載） 二輪の存在をナビに警告する実証 緊急車両の走行支援イメージ

#“Car2X in the new Golf”、https://www.volkswagen-newsroom.com/en/stories/car2x-in-the-new-golf-a-
technological-milestone-5919
#“new ID. Buzz”、https://www.volkswagen-newsroom.com/en/press-releases/a-bulli-for-the-all-electric-
future-world-premiere-of-the-new-id-buzz-7800

# FORD MEDIA CENTER “2019 CES“ https://media.ford.com/content/fordmedia/fna/us/en/permalink.ht
ml/content/dam/fordmedia/North%20America/US/Events/2019%20CES/2019-CES SV2 3167.jpg
#“Smart tech turns the traffic lights green for emergency vehicles”、https://fordeurope.blogspot.com/202
2/03/smart-tech-turns-traffic-lights-green.html
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① 自動運転時代の“次世代のITS通信”で実現するユースケース
→ これまでSIP-adusなどで議論してきた自動運転に係るユースケースやロードマップ、
諸外国の動向などを踏まえ、760MHz帯・5.9GHz帯V2X通信やV2N通信（5G/B5G）はじめ
“次世代のITS通信”で実現すべきユースケースは何か。また、円滑な実装・導入に向けて、
どのような優先順位でユースケースに取り組んでいくべきか 等

② V2X通信とV2N通信との連携方策など
→ 事務局にて予め作成したイメージ（次頁）に基づき、V2X通信とV2N通信の連携方策、
特に、V2VとV2N、V2IとV2Nそれぞれに関する連携の在り方や、連携を図るべきユース
ケースとしてどのようなものがあるか 等

③ 5.9GHz帯V2X通信向けの割当方針（案）、導入ロードマップ（案）
→ ①、②を踏まえ、どのような割当方針（案）、導入ロードマップ（案）とすべきか。特に、
これまで策定したロードマップ等との整合性を踏まえ、5.9GHz帯V2X通信の円滑な実装・
導入に向けた短期的なアクションプランは何か 等

④ 導入に向けた将来の課題、その他推進方策（今夏以降の論点）
→ 既存無線局の周波数移行方策・費用負担の在り方やV2X通信の通信方式（C-V2X
方式/DSRC方式のいずれとするか） 等

整理すべき事項（案）

本研究会にて整理すべき事項（案）




